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例会日：毎週木曜日 18時 30 分  例会場：関観光ホテル 住所：岐阜県関市池尻 91-2 

事務局：関市西本郷通 5-2-53  TEL(0575)24-7332  FAX(0575)23-5278 

会長 吉田和也  副会長 高井良祐  幹事 土屋敏幸  クラブ会報委員長 長谷川修 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対応原稿例会 第 2009 回例会 2020 年 6 月 11 日（木） 

本日のプログラム  テーマ 「近況報告」  ／  担当  幹事

＊会長あいさつ 吉田 和也会長 

 ここの所30度を超える夏日が続き、天気予報では、

この先曇りや雨の日が多いようで東海地方でも10日

にも梅雨入りの発表が出させるようでございます。

平年は 6月 8日頃が梅雨入りの時期とされておりま

すので、ほぼ平年並みの梅雨入りかと思います。こ

れから約 1か月間の梅雨の時期は、私ども現場作業

は非常に予定が立てにくく、又雨天による作業の中

止等、「ペンキ屋殺すには刃物はいらぬ、雨が 3日も

続けばよい。」といわれるように、非常に頭を悩ませ

る時期でございます。それに加えて新型コロナウイ

ルスの影響で経済も低迷してしまっておりますので、

この先どのような状況になっていくか非常に心配な

所であります。又、この時期になりますと大雨によ

る災害も発生しやすくなります。ここ数年は、雨の

降り方も今までの常識が全く通用しない想定外の雨

量となっておりますので、河川の氾濫等、あらゆる

事態を想定して、早めの防災に対する備えも確認し

ておかなければいけないと思います。 

 さて、5月 29 日に関商工、6月 1日には子援隊さ

んに先日関市に寄付させていただきました、消毒液

のジアマックス、マスク、小分けの容器を納入させ

ていただきました。この寄付につきまして関市長 

尾関健治様と関商工校長 武田理様より感謝状をい

ただいております。後ほどの文面で皆様にご報告さ

せていただきますが、是非、生徒、教育関係者の皆

様が安心して学校生活が送れるように活用していた

だければ幸いと思います。 

5 月末に非常事態宣言が解除されてから、人々の接

触が増えてきたようで、6月 8日、9日には岐阜県で

1名ずつの感染者が出てしまっているようです。感染

の第 2波が起こらないように、「3密」にならないよ

う十分に注意し、「新しい生活様式」を取り入れなが

ら今後生活していかなければならないと思います。 

 又、各務原中央ロータリークラブが令和 2年 6月

30 日をもって解散されると連絡がありました。平成

元年 3月 3日創立より 31年間ご活躍され、今日まで

ロータリー活動を共にしてきた仲間がなくなるのは

2019～2020 年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「One for all, All for one. 

  協力しあい成長するロータリー！」 



非常に残念で寂しいことですが、皆様にご報告いた

します。 

 本日の卓話原稿は、幹事にお願い致しました。ど

のようなお話がいただけるかとても楽しみにしてお

ります。 

＊感謝状（新型コロナウイルス対応事業） 

 

 

＊テーマ「近況報告」 

幹事 土屋 敏幸君 

 新型コロナウイルスの影響で、普段と違った生活

を送るはめになってしまいました。まず一番は、当

社の事務員に土屋は不要不急の出社はするなと言わ

れたこと。まるで私がウイルスだと言われているよ

うで腹立たしいのですが、よく考えてみれば事務所

に二人居る必要がないので、ごもっともと納得せざ

るを得ませんでした。そうなると（保険会社の方針

もあり）電話対応が主流となり、自宅勤務ばかりと

なりました。もともと大した仕事もしていなかった

ので、時間が余り、普段している運動に熱が入って

しまいました。毎日、上之保温泉の坂道の登り下り、

野球バットの素振り、腕立て伏せ等をやっていて記

録していたのですが、土屋至上、新記録を相次ぎ出

してしまい、今は体中が痛くてたまりません。何で

もやり過ぎは良くないですね。喜久生先生にまた会

いにいこうかな。 

 しかし良かったことも少なからずあり、４月から

タバコを吸わなくなりました。まだ吸いたい気持ち

が大なのですが、何とか続いています。飲み会がな

いのもプラスになっています。自宅で飲酒する習慣

がなかったので、自粛期間は酒を飲んでいません。

これも禁煙が続いている最大の要因です。飲み会が

解禁になると酒乱の私は、またすぐ元に戻ってしま

いそうです。（確実に）やめようと思ったのは、まだ

死にたくないからです。こんな人類にとって何の役

にもたたない私でも、まだ生きていたい。これが本

当の気持ちです。己が生きていたいのなら、他人に

決して迷惑をかけてはならない（他人に迷惑をかけ

続けてきた私が言うのもおこがましいのだが） 

 話は変わりますが、私には三人の子宝があります。

長女（24歳）、次女（21歳）、長男（19歳）、長女は

神戸、長男は滋賀に居て、今回の連休は戻ることが

できませんでした。次女はダウン症による障害者の

為、妻と二人坂祝町にいます。私は父と上之保、あ

れ、よく考えれば家の中バラバラやね。でも心は一

つと思っているのは私だけでしょうか。さて、5月 5

日に長男に電話やメールを入れたのに、何の返信も

ありません。いつものことなのであまり気にしてい



なかったのですが、そのうち電源が切れた状態にな

り、それが 5月 7日の早朝でも続いていたので、大

きな不安に駆られました。私は母や妹を早くに亡く

しているので、異常に臆病になっているのかもしれ

ませんが、すぐ妻に連絡し、県外ではあるが長男救

出の為、二人で向かうことにしました。気の小さい

私が車中で生死の確率は 50％などと言うので、妻も

だんだん顔色が悪くなっていきました。目的地に近

づくにつれて、昔のことを思い出していました。長

男が小学 1年生の頃、先生に「僕は要らない子や」

と言った話を聞いて、大泣きした憶えがある。自分

では分け隔てなく接してきたつもりでも、長男長女

二人にとっては、次女は特別な子だったのかもしれ

ない。幼少期に深い傷痕を残してしまった。親の責

任は重い。あれから十数年、あの子は私のことをど

う思っているのだろうか。まだ死なないでくれ。神

様ご先祖様、どうかあの子を助けてください。はじ

めて自分の命と交換しても良い（大部大袈裟かも）

と思った。そうこう考えているうちに目的地に到着。

アパートのエレベーターに乗り、部屋の入口に立つ。

心臓の鼓動が早い。妻が合鍵で解錠する。私がドア

をあけると中は暗い。しかし玄関に靴はある。あま

りの緊張で小便を漏らしそうになる。中に入る勇気

がなく、玄関口で長男の名前を大きな声で呼び続け

た。妻が私の背中を強く押したので、部屋の中に入

ってしまった。その時奥の扉が開き、青白い顔の長

男風の男が立っていた。幽霊か？足はある。その男

は電気をつけた。なんだ、タケトラか。ほっとした。

本当に良かった。スマートフォンを落として破損さ

せたのが原因だった。あまりに嬉しかったので、私

のなけなしの小遣いを渡してしまったというどうで

もよい話でした。後日長男から、かわいらしいメー

ルが来た。これは私だけの秘密にしておきます。 

 長女はちゃんと連絡が取れている。彼女も色々な

事があったが、何とか元気でがんばっている。立ち

直りが早い。よしとしよう。 

 次女は相変わらずかわいい。言葉は単語しか話せ

ないが、声がかわいい。しぐさがかわいい、頑固だ

がやさしい。ちゃんと長男の姉であるという自覚を

もっている。 

 暇なので、子どもの自慢ばかりしてしまいました。

皆さん、お元気で。また会える日を楽しみにしてい

ます。 

＊幹事報告 

・各務原中央ＲＣよりクラブ解散のお知らせ拝受 

・2020 年 6 月のロータリーレートは、１ドル＝108

円です。 

＜次例会の案内＞ 

新型コロナウイルス感染症対応原稿例会 

第 2010 回 2020 年 6 月 25 日（木） 

テーマ 「今年度の反省と次年度への提言」 

担 当  会長・副会長 


